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文章題のめあてとまとめ 解決の道筋

1年「ものとひとのかず（なんばんめ）」（啓林館）について

（注：ページ番号は，平成 27 年啓林館のものです。問題文は著作権の関係で掲載できま
せん。お手数ですが，教科書を参照してください。）

p.121➀ a + 1 = の問題

p.20 の 順序数と集合数の問題 と，本時の a ＋ 1 = の問題 とを比べることで，

次のような一般化された めあてをつかむ。

めあて
れつにならんでいる ひとのなかで，ある ひとの まえに ならんでいる
にんずうが わかっているとき，そのひとが まえから なんばんめに なるかの
もとめかたを かんがえよう。

図１

〔 前に 7 人いる時は，７に１をたして ８番目になる。〕

式 ７＋１＝８ 答え ８ばんめ

☆いくつかの問題を解く。

図２

〔 前に８人いる時は，８に１をたして ９番目になる。〕

式 ８＋１＝９ 答え ９ばんめ

〔 いつも 前にいる人数に１をたして 何番目を求めていることに 気付く。〕

まとめ
れつにならんでいる ひとのなかで，ある ひとの まえに ならんでいる
にんずうが わかっているとき，そのひとが まえから なんばんめに なるかを
もとめるには，まえに ならんでいる にんずうに １をたす。
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p.121② a － 1 = の問題

p.121➀の a ＋ 1 =の問題 と，本時の a － 1 = の問題 とを比べることで，

次のような一般化された めあてをつかむ。

めあて
れつのまえから なんばんめかが わかっているときの，それよりまえの
にん(こ)ずうの もとめかたを かんがえよう。

図１

〔 ６番目の人の前には，６から１を引いて ５人いる。〕

式 ６－１＝５ 答え ５人

☆いくつかの問題を解く。

図 ２

〔 ８番目の人の前には，８から１を引いて ７人いる。〕

式 ８－１＝７ 答え ７人

〔 いつも 何番目の人の前には，何番目の数から １を引いた人数がいることに 気付く。〕

まとめ
れつのまえから なんばんめかが わかっているときの，それよりまえの
にん(こ)ずうを もとめるには，なんばんめのかずから １をひく。


